社会保険潜脱事案に関するご報告

[bookmark: _Hlk236042515]2026年7月27日
　標記、社会保険潜脱事案につきまして、改めてご報告いたします。

2026年6月22日
＜【重要】当協会理事の経営する乗合代理店による社会保険潜脱行為に関するお詫び（第一報）＞
この度、当協会の理事が経営する乗合代理店において、社会保険の潜脱行為が行われていたことが判明いたしました。
当協会は、かねてより社会保険潜脱行為の是正を重点取り組みとして掲げ、行政機関へ陳情を重ねるなど、業界の健全化を率先して推進すべき立場にありました。それにもかかわらず、手本となるべき当協会の理事自らがこのような事態を引き起こしたことは、痛恨の極みであり、会員の皆様の信頼を著しく裏切る結果となりましたことを、深くお詫び申し上げます。
本件に関する概要および今後の対応について、まずは第一報として下記のとおりご報告いたします。

記
１．事案の概要
•発生場所：当協会理事が経営する乗合代理店（株式会社オールワンエージェント）
•事案内容：保険募集人への支払いにおいて、「給与（固定給等）」と「報酬（歩合給等）」を分離して支払う
際、「報酬」部分を社会保険料の算定額に合算していなかったため、社会保険潜脱行為と判断されました。
•当協会のこれまでの取り組みとの矛盾：当協会は、本問題の是正に向けて金融庁および厚生労働省へ陳情を繰
り返し、両省庁から適正化の徹底を求める通知等の発出（2017年・2018年）を受けていた経緯があります。
それだけに、今回の事案が身内である理事の会社で発生したことは極めて遺憾であり、執行部一同、重く受
け止めております。
•当該理事への処分および対応：6月17日開催の理事会において理事解任のための臨時総会開催を検討していたところ、当該理事より辞任および脱会の申し入れがあったため、これを受理いたしました。
•会員の皆様への再発防止のお願い：前回の「保代協会員による社会保険付保に関する誓約」から約10年が経過している背景も踏まえ、会員の皆様には改めて誓約書の提出をお願いする方向で検討を進めております。

２．原因の究明
•当該理事へのヒアリングでは、「顧問の社会保険労務士と共に管轄の年金事務所へ相談した際、事業所得部分は社会保険の対象にできないと説明されたため」との弁明がありました。
•しかしながら、当協会が過年度より行ってきた是正活動の経緯に鑑みれば、協会理事として一歩踏み込んだ確認や適正な判断を行うべきであり、遵法意識およびガバナンスの欠如が根本的な原因であると認識しております。

なお、本件につきましては、すでに金融庁および生命保険協会へ事実関係のご報告を行いましたことを合わせてお伝えいたします。
会員の皆様には、多大なるご心配とご迷惑をおかけしますことを、重ねて心より深くお詫び申し上げます。一刻も早い信頼回復に向け、全力を尽くしてまいります。
以　　上

2026年7月3日
＜【重要】当協会の理事が経営する乗合代理店による社会保険潜脱行為に関する再発防止策（第二報）＞
当協会の理事が経営する乗合代理店において、社会保険の潜脱行為が行われていたことが判明しましたので、６月２２日に第一報として、その概要等をお知らせしました。本第二報では、本件に関する今後の再発防止策について、下記のとおりご報告いたします。
記
１．今後の再発防止策
・会員の皆様および社会からの信頼回復に向け、以下の３点を軸とした具体的な再発防止策を策定しております。
（１）当協会・理事への対応について
本年度より厳正化される生保協会実施の「認定代理店」を継続していることが、保代協・理事の前提条件とします。具体的には、理事が経営する代理店について、生保協会による「認定代理店」の審査に合わせて、理事から社保潜脱を含めた体制整備状況の報告を求めることとしています。
（２）当協会・会員への対応について（アドバイザー会員・特別会員除く）
個社の現状を確認し、社会保険付保や再委託等に関して、修正が必要な場合は速やかに修正し、年度末までに誓約書の提出を求めます。
（３）２０２６年７月定例会で、上記（１）（２）について事実報告をいたします。

会員の皆様には、多大なるご心配とご迷惑をおかけしますことを、重ねて心より深くお詫び申し上げます。以上の再発防止策を着実に実行することにより、一刻も早い信頼回復に向け、全力を尽くしてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


※なお、7月16日定例会において、会員を対象とした報告及び誓約書提出の要請を完了していることを申し添えます。
